
３月補正 補正前 補正額 補正後
一般会計 160,695 ,539 5 ,961 ,179 166,656 ,718
特別会計 137,544,600 -1,056,992 136,487,608
企業会計 45,798,924 0 45,798,924
合計（単位は千円） 344,039 ,063 4 ,904 ,187 348,943 ,250

新年度当初予算 平成３１年度 平成３０年度 前年度対比
一般会計 164,238,750 156,803,824 105%
特別会計 131,089,687 132,827,090 99%
企業会計 47,470,096 45,746,967 104%
合計（単位は千円） 342,798,533 335,377,881 102%

Ｈ30年5月発表分

本場

電話・インターネット投票

場外

受託場外

富山競輪チャネル別売上順位（42場中）

売上

16　番目

42　番目

6　番目

42　番目

地区 競輪場 廃止 市町村

南関東 花月園 2010年3月 横浜市鶴見区

中部 一宮 2014年3月 愛知県一宮市

近畿 大津びわこ 2011年3月 滋賀県大津市

四国 観音寺 2012年3月 香川県観音寺市

会派 時間

五本幸正 自民 60
高田重信 自民 60

松尾茂 公明 60

松井邦人 自民 60
高道秋彦 自民 30
東敦 社民 30

成田光雄 自民 60
高田真里 自民 60

小西直樹 共産 30

押田大祐 自民 30
金谷幸則 自民 30

橋本雅雄 誠政 60

江西照康 自民 45
久保大憲 自民 60

島隆之 光 30

金井毅俊 維新 30
大島満 フォーラム 30
木下章広 創政 30
佐藤則寿 公明 60

岡部享 社民 60
赤星ゆかり共産 30
上野蛍 光 30

質問順番

7日（木）

12日（火）

13日（水）

8日（金）

平成３１年３月号 江西照康議会傍聴ダイジェスト 平成31年3月6日

昭
和
26
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
富
山
競
輪
の
富
山
市
一

般
税
源
へ
の
繰
入
金
額
の
合

計
は
昨
年
度
ま
で
で
、
４
百

15
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
富

山
市
の
一
般
財
源
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
き
た
。

年
間
19
億
円
に
迫
る
年
度

も
度
々
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数

年
は
、
そ
の
10
％
程
度
で
あ

る
。
競
輪
事
業
は
年
々
売
り

上
げ
が
下
が
っ
て
き
て
い
た

が
こ
こ
に
き
て
全
国
的
に
底

打
ち
し
、
低
迷
状
態
か
ら
脱

出
し
つ
つ
あ
る
。

さ
て
、
富
山
競
輪
に
お
い

て
の
収
益
は
本
場
で
の
開
催

と
、
他
の
競
輪
場
の
開
催
レ
ー

ス
の
場
外
売
り
場
と
な
る
こ

と
で
あ
る
が
、
現
状
は
下
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

富
山
競
輪
の
本
場
売
り
上

げ
と
来
場
者
は
中
上
位
で
あ

る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
売
り
上
げ
は
、
最
下
位
。

富
山
競
輪
場
で
の
開
催
レ
ー

ス
を
他
の
競
輪
場
等
で
売
っ

て
も
ら
う
場
外
販
売
も
最
下

位
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
他
の
競
輪
場

で
開
催
さ
れ
る
車
券
の
売
上

は
6
番
目
に
多
い
。

競
輪
事
業
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
り
、
富
山
市
の
多
く
の

施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
富
山

競
輪
場
へ
の
来
場
者
の
売
上

が
他
の
自
治
体
へ
の
整
備
事

業
に
貢
献
ば
か
り
さ
せ
ら
れ

て
い
る
状
態
な
の
で
あ
る
。

富
山
競
輪
の
本
場
開
催
は
、

全
国
同
一
の
年
間
46
日
。
し

か
し
場
外
販
売
も
合
わ
せ
た

営
業
日
数
は
265
日
で
最
も
少

な
い
。
そ
れ
が
、
場
外
販
売

が
少
な
く
な
る
理
由
で
あ
る

と
い
う
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
が
最
下
位
に
な
る
理

由
に
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
10
年
の
間
に
お
い
て

も
、
左
表
の
競
輪
場
が
売
り

上
げ
の
不
振
か
ら
閉
鎖
し
て

き
た
。

富
山
競
輪
も
施
設
の
老
朽

化
や
売
り
上
げ
の
低
迷
に
よ

り
、
継
続
が
困
難
と
な
る
こ

と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

富
山
市
へ
の
貢
献
を
果
た
せ

る
事
業
と
な
る
よ
う
、
問
う

て
い
き
た
い
。

任
期
前
半
最
後
で
、
平
成
最

後
の
3
月
定
例
議
会
が
開
会
し

ま
し
た
。

３
月
定
例
会
は
、
今
年
度
の

最
終
補
正
と
新
年
度
の
予
算
を

審
議
す
る
大
き
な
節
目
の
議
会

で
す
。
（
予
算
概
要
は
下
表
）

今
回
の
質
問
は
、
前
回
で
き

な
か
っ
た
介
護
保
険
と
高
齢
者

福
祉
に
つ
い
て
を
少
し
掘
り
下

げ
て
行
う
質
問
と
、
富
山
競
輪

の
運
営
に
つ
い
て
の
質
問
の
２

つ
で
す
。

介
護
保
険
と
高
齢
者
福
祉
に

つ
い
て
は
会
派
内
の
高
田
重
信

議
員
、
松
井
邦
人
議
員
の
２
名

の
質
問
と
部
分
的
に
被
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

議
会
の
質
問
の
ル
ー
ル
と
し

て
既
に
質
問
に
対
す
る
回
答
が

当
局
よ
り
出
た
場
合
は
、
質
問

し
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

私
は
、
質
問
し
な
が
ら
質
問

を
変
え
て
行
く
方
式
を
取
る
た

め
、
高
田
、
松
井
両
議
員
の
回

答
を
受
け
た
上
で
対
応
す
る
こ

と
と
し
、
会
派

内
で
は
最
終
日

と
な
る
12
日
に

行
い
ま
す
。

富
山
競
輪
の

運
用
に
に
つ
い
て
は
、
富
山
市

の
収
入
の
面
か
ら
活
性
化
を
図

る
必
要
を
感
じ
行
う
も
の
で
す
。

競
輪
そ
の
も
の
に
詳
し
い
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
競
輪
フ
ァ
ン

の
皆
様
か
ら
は
、
切
り
口
の
甘

さ
を
指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

さ
て
、
こ
の
3
月
定
例
会
を

も
っ
て
数
名
の
部
長
が
定
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
３
月
議
会
を

最
後
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
挑
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、
自

分
の
考
え
る
議
員
像
を
全
う
す

る
為
、
失
礼
な
こ
と
も
有
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
お
詫
び
と
感

謝
の
思
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、

今
回
も
鋭
く
市
民
目
線
を
貫
き

挑
む
所
存
で
す
。

市
議
会
会
派
自
民
党

０
７
６
‐
４
４
３
‐
２
１
５
２

江
西

照
康

3
月
補
正
は
、
12
月
議
会
予

算
に
補
正
を
か
け
る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
新
年
度
予
算
の
表
に
あ
る

通
り
、
千
5
百
68
億
円
で
ス
タ
ー

ト
し
、
6
月
、
9
月
、
12
月
、

そ
し
て
本
3
月
定
例
会
に
お
い

て
補
正
さ
れ
、
千
6
百
66
億
円

に
至
っ
た
わ
け
で
す
。
一
般
会

計
に
お
い
て
は
、
当
初
よ
り
、

４
度
の
補
正
を
受
け
百
億
円
程

増
額
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
新
年
度
の
一

般
会
計
予
算
は
、
当
初
か
ら
千

6
百
42
億
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

富
山
駅
南
北
一
体
化
に
絡
む

事
業
や
、
今
回
の
質
問
で
取
り

上
げ
る
高
齢
者
総
合
福
祉
プ
ラ

ン
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
整
備
事
業
他
、
各
種
福
祉

予
算
、
予
防
接
種
費
の
拡
充
、

畜
産
振
興
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
、
中
央
通
り
ｄ
北
地
区

市
街
地
開
発
事
業
な
ど
が
そ
の

増
額
要
因
の
主
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
紙
作
成
に
あ
た
り
（
議
会

新
聞
、
議
会
傍
聴
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
各
1
号
よ
り
）
政
務
活
動
費

は
一
切
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
政
務
活
動
費
の
運
用

指
針
に
お
い
て
も
、
個
人
の
発

行
す
る
広
報
紙
は
再
選
活
動
の

一
環
と
み
な
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
使
用
で
き
な
い

と
富
山
市
議
会
政
務
活
動
費
あ

り
方
検
討
調
査
会
で
決
定
し
て

い
ま
す
。
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競
輪
事
業
は
昭
和
25
年
よ
り
戦
後
復
興
を
目
的
に
、
国
の

指
定
を
受
け
た
自
治
体
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
富
山
市
に
お

い
て
も
昭
和
26
年
に
開
設
さ
れ
、
以
降
市
内
公
共
施
設
整
備

の
予
算
確
保
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

現
在
車
券
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
販
売
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
売
り
上
げ
は
残
念
な
が
ら
全
国
最
下
位
で
あ
る
。

②
富
山
競
輪
の
運
営
に
つ
い
て

富
山
市
へ
の
貢
献

平成31年3月定例会 議会傍聴ダイジェスト
（予定）平成31年3月12日（火） 10時より

江西照康 持ち時間45分 一問一答方式
ケーブルテレビ生放送＆インターネット生＋録画は18日（月）

市議会会派自民党

副政調会長

総務文教委員会委員

議会改革検討調査会

副座長

議会運営委員会委員

政務活動費のあり方

検討委員会委員

都市計画審議会委員

12
番
江
西

照
康

補
正
及
び
新
年
度
予
算

議
会
質
問
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
さ
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
数
日

後
録
画
も
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

す
。
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ

ホ
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ

く
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

明
暗
く
っ
き
り

3月定例会は、4日間の一般質問が割り

当てられています。以前はドント方式を

とっていましたが、それでいくと自民党

ばかり続くため、現在は自民2人の後、他

会派１人の順になっています

3月定例会の一般質問日程

午前の部は、10時から始まります。私は

12日の1番目の質問者ですので10時スター

トです。

定例会の質問は持ち時間以内に終わる必

要がありますが、短い分には構いません。

私の場合は最初ですので、移動するこ

とはありませんが、午後の部の遅い順番の

方は、前の質問者の時間の影響を受けて、

早まることがあります。

今回の質問の打ち合わせにおいて、例え

ば人口推計についてはこんなものですとい

う、役所独自の考え方を痛感しました。そ

れは富山市、富山県、総務省統計局の各担

当者共に共通する観念です。

そんなところを少しでも変えていければ

と考えています。



５期末 新規 公募
施設数 計画数 選定済 計画 実績

夜間対応型訪問介護 3 2 0 5 3
認知症対応型通所介護 24 24 21
小規模多機能型居宅介護 26 6 3 32 29

６期末
地域密着型サービス予算 構成比 予算 構成比

扶助費 16,069,339 8.80% 31,595,516 20.10%
扶助的経費特別会計への
繰出金 5,914,150 3.20% 14,156,572 8.90%

計 21,983,489 12% 45,752,088 29%

平成１７年度 平成３０年度
性質別予算

減少人口 ４６２人 ５７３人 3,207人？？

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
富
山
市
の
高
齢
者
総
合

福
祉
プ
ラ
ン
は
今
年
度
よ

り
第
７
期
を
迎
え
て
い
る
。

こ
れ
は
平
成
37

年
度
に

（
２
０
２
５
年
）
、
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
入

り
す
る
、
高
齢
化
社
会
の

ピ
ー
ク
を
計
画
的
に
乗
り
き

る
為
に
27
年
間
を
３
カ
年
毎

の
９
期
に
区
切
っ
た
も
の
で

あ
り
、
計
画
の
最
終
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
き
て
い
る
。

さ
て
、
わ
が
家
の
経
験
し

た
介
護
は
、
父
一
人
に
対
し
、

娘
2
人
、
そ
れ
な
り
に
自
由

の
利
い
た
私
と
義
弟
、
そ
し

て
友
人
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
。

多
く
の
施
設
に
も
お
世
話
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
大
変

な
苦
労
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
未

曽
有
の
超
高
齢
社
会
へ
突

入
す
る
中
、
富
山
市
民
が

安
心
し
て
歳
を
と
れ
る
環

境
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。こ

の
念
入
り
な
計
画
の

原
因
と
も
い
う
べ
き
団
塊

の
世
代
と
は
何
か
。

敗
戦
後
の
日
本
で
昭
和

22
～
24
年
に
生
ま
れ
た
約

810
万
人
を
さ
す
も
の
で
、

そ
の
爆
発
的
な
人
口
増
は
、

翌
年
の
優
生
保
護
法
に
影

響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

団
塊
の
世
代
が
小
学
生

の
こ
ろ
、
少
年
マ
ガ
ジ
ン

や
サ
ン
デ
ー
が
創
刊
し
、

高
校
生
の
頃
平
凡
パ
ン
チ

が
創
刊
し
て
い
る
。
成
人

を
迎
え
た
頃
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
（
前
回
質
問
し
た
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整

区
域
の
線
引
き
も
）
や
ト

コ
ロ
テ
ン
式
の
総
合
結
婚

式
場
が
ブ
ー
ム
に
な
る
な

ど
、
常
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
日
本
を
動
か

し
て
き
た
。
現
在
の
郊
外
型

の
喫
茶
店
ブ
ー
ム
も
そ
う
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
団
塊
の
世
代
の

懐
で
賄
わ
れ
て
き
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
高
齢
者
福
祉
を
介

護
保
険
な
ど
で
受
け
る
時
代

に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

富
山
市
の
前
年
度
決
算
は
、

秋
ご
ろ
市
議
会
議
員
に
公
表

さ
れ
る
。
そ
の
決
算
資
料
を

見
て
、
私
は
「
あ
れ
っ
」
と

思
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
老
人

福
祉
費
の
執
行
率
が
88
％
を

切
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中

身
を
よ
く
よ
く
見
る
と
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
拠

点
整
備
事
業
費
、
約
２
億
５

千
万
円
以
上
が
使
わ
れ
ず
、

そ
の
枠
を
県
に
返
納
し
て
い

る
。こ

れ
が
何
を
示
す
か
と
い

う
と
、
６
期
計
画
に
お
い
て

整
備
す
る
こ
と
で
県
か
ら
承

認
を
と
っ
た
施
設
に
手
を
上

げ
る
事
業
者
が
お
ら
ず
、
施

設
が
完
成
し
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

計
画
は
終
盤
を
迎
え
て
お

り
、
未
曽
有
の
超
高
齢
社
会

は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

こ
で
の
計
画
未
達
は
残
念
で

あ
る
。

ま
た
、
富
山
市
高
齢
者
総

合
福
祉
プ
ラ
ン
の
７
期
計
画

の
策
定
の
背
景
の
ペ
ー
ジ
に

も
お
か
し
な
点
が
あ
る
。

昨
年
ま
で
１
年
に
５
百
人

程
度
の
人
口
減
少
し
か
な
い

の
に
、
今
年
度
か
ら
富
山
市

の
人
口
が
３
千
人
以
上
減
少

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

現
在
、
人
口
減
少
を
迎
え

る
中
、
選
ば
れ
る
富
山
市
を

目
指
し
た
施
策
が
打
た
れ
て

い
る
。

本
計
画
も
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
き
て
の
人
口
の
い
い

加
減
な
推
計
は
慎
む
べ
き
で

あ
る
。

全
て
の
計
画
に
お
い
て
、

そ
の
基
礎
と
な
る
背
景
は
重

要
で
あ
る
。
民
間
企
業
で
あ

れ
ば
こ
の
よ
う
な
背
景
を
も

と
に
計
画
を
建
て
る
こ
と
は

ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。

立
て
る
た
め
の
計
画
で
は

な
く
、
乗
り
切
る
た
め
の
計

画
と
し
て
情
熱
を
も
っ
て
当

た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

2
月
13
日
、

と
や
ま
自
遊
館

に
お
い
て
外
国

人
材
の
受
け
入

れ
を
拡
大
す
る

新
制
度
の
説
明

会
が
行
わ
れ
た
。

定
員
を
大
幅
に

超
え
る
参
加
が

あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、

最
初
の
介
護
分

野
の
説
明
が
終

わ
る
と
、
多
く

の
参
加
者
が
席

を
立
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
人
材

不
足
問
題
に
ど

の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

ま
た
、
少
子

高
齢
化
と
い
い

な
が
ら
、
高
齢

者
福
祉
以
外
の

児
童
福
祉
系
の

扶
助
的
経
費
が

ど
ん
ど
ん
増
え

続
け
て
い
る
。

扶
助
費

と
は
福

祉
的
な

経
費
で
、

富
山
市

合
併
後

2
倍
程

度
に
増

え
て
い

る
。
こ

れ
は
高

齢
化
に

よ
る
影

響
が
大

き
い
も

の
と
思

わ
れ
る

か
も
し

れ
な
い

が
、
実

際
の
と
こ
ろ
、
高
齢
者
医
療

事
業
や
介
護
保
険
事
業
は
特

別
会
計
で
あ
り
、
繰
出
金
の

扱
い
で
、
扶
助
費
に
は
入
っ

て
い
な
い
。
児
童
福
祉
予
算

が
膨
張
し
続
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
（
こ
の
辺
り
は
難
し

い
話
で
す
が
、
実
際
の
質
問

で
は
わ
か
り
や
す
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
）
そ
の
為
、

繰
出
金
を
含
め
た
、
扶
助
的

経
費
は
既
に
30
％
に
近
づ
い

て
き
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
し
た
と
こ
ろ

消
防
に
よ
る
救
急
出
動
も
大

幅
に
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
以
前
な
ら

救
急
の
対
象
で
は
そ
れ
ほ
ど

存
在
し
な
か
っ
た
自
宅
療
養

老
人
や
、
自
宅
介
護
老
人
が

増
え
て
お
り
、
今
後
更
に
加

速
し
て
増
え
て
来
る
と
予
想

す
る
。

以
前
質
問
し
た
、
空
き
家

問
題
に
つ
い
て
も
そ
の
情
報

の
発
信
源
と
し
て
福
祉
保
健

部
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
関
係
部
局
と
の
連

携
に
つ
い
て
の
見
解
も
問
う

て
い
き
た
い
。
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①
介
護
保
険
と

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

１９７６年に刊行された、全４話からなる、予

測小説の手法を取ったフィクションで、テーマ・

マターは膨れ上がった人口の塊の加年化現象であ

る。

昭和２２年～２４年の３年間に生まれた日本人

は、その直前よりも20％多く、直後より26％多い。

通常ごく安定的な動きをする人口構造においては、

これほどの膨らみは極めて異常なものであり、経

済と社会とに大きな影響を与えると筆者は予測し

ていた。

団塊の世代生まれの各主人公が３０代、４０代、

５０代に迎える苦悩

が描かれているが、

この小説を未来の今

から読んでみても日

本企業の衰退や、リ

ストラ手法等に違和

感がなく、７０年代

に執筆した堺屋太一

の 先見性には驚くば

かりである。

堺屋太一の小説『団塊の世代』６
期
計
画
の

施
設
整
備
未
達

夜間訪問型介護施設は本来５施設あるべきところ、３施設しかないということであるが、実際は
更に少なく１施設しかない。２施設は人材不足から休止中である。

富山市高齢者総合福祉プラン （計画期間について）

緻
密
な
計
画

策
定
に
向
け
て

団
塊
の
世
代
は

象
徴
的
日
本
人

人
材
確
保

の
支
援
は


